2011年2月5日　インド大使館講話　テーマ「三種類の喜び（トリグナ）」
1月のクラスで話した、スレヤー(Slayer)とプレヤー(Player)ですが、スレヤーとバガヴァット・ギーターで述べられているサットワ的楽しみは一緒です。同じことを言っています。最初はとても大変で毒のようですが、最後は甘露のように楽しいものがスレーヤーで、甘露はあらゆるよいもののシンボルです。一方ビシャ(Visha：毒）はあらゆる否定的なもののシンボルです。何が甘露か、何が毒か、自分の経験で考えれば分かります。
スワミ・ヴィヴェーカナンダに弟子が尋ねました。スワミジ、どんな種類の楽しみがいいでしょうか？スワミジは、喜びの原則についてこう言いました。もしある種類の喜びを経験した後、後悔がある時はそれをやめてください。本当に重要な事ですので、自分で決めてください。いろいろな状況がありますから、いつも原則に立ち返って考えてください。
もしある種類の喜びの後、やめておけばよかったと後悔するような場合は、またそのような種類の喜びを繰り返さないでください。私たちの問題は、何度も同じことを繰り返し、いつも悩むことです。皮肉なことで、望んでいなくても何度も繰り返します。哲学的に考えるとこれはマーヤーの一部です。努力はもちろんしますが、意思の力が無いために、何回も繰り返して悩みます。悩みますが学びません。
バガヴァット・ギーターについてスワミ・ヴィヴェーカナンダのとても美しい実践的な教えがあります。
Don’t seek that pleasure again on which you have repented before.(以前に後悔したような喜びを、再び求めないでください)

とても実践的で大切な助言ですので、この助言ひとつで十分です。
バガヴァット・ギーターのなかに出ているサットワ的な楽しみ、ラジャス的な楽しみと同じことですね。
とても有名な心理学者カール・ユングの言葉で、人生の午前、人生の午後、という言葉があります。人生の午前とは、我々が世俗的な楽しみを好む期間です。しかし、いつも午前ではなく、午前は通過していつか午後になります。人生の午後の時もし、午前の楽しみを続けたいのであれば困ります。子供の時私たちは人形で遊びますね。例えば木の人形で遊びますが、もう少し大きくなったら人間という人形で遊びます。旦さん、奥さん、息子、娘、友達、哲学的に考えると皆人形のようです。それは皆午前の楽しみです。午後の楽しみは人形には関係無く、その種類の楽しみではありません。ヒンズー教の社会では生まれてから死ぬまでを４つの状態に分けています。
ブランマーチャリヤ、(Bramacharya)
ガーラスタ          (Garhastya)
バナプラスタ     　 (Vanaprasta)
サンニャーシャ      (Sannyasa)
最初のブランマーチャリヤは、勉強の時間です。子供たちが学校に行って聖典の勉強をするように、勉強をしています。次の段階ガーラスタでは家族がある家住者です。お金を稼ぎ、結婚し、子供をつくり、いろいろ世俗的な楽しみがある、それが人間の人生の午前です。
その次はバナブラスタです。バナは森ですので、森に入るという意味です。森に遊びにいくわけではなく、家族から離れて、森にいくことです。もし奥さんも行きたければ一緒にいきますが、行きたくなければ一人で行きます。奥さんもまだまだ世俗的な楽しみが欲しいかもしれませんし、選ぶ自由がありますから。
ウパニシャッドの中にヤッゲヴァルカというとても有名な聖者の話があります。聖者ヤッゲヴァルカには二人の奥さんがいました。その聖者は森の中にはいって第三の目の状態になりたいので、二人の奥さんに尋ねました。「私はそろそろ森の中に入って実践したいが、あなた達は何が欲しいですか？そのとき富を二人に分けたいので、どうぞあなた達の意見を言ってください。」一人の奥さんは、その奥さんはまだ世俗的生活を続けたかったので、富を貰う事をとても喜びました。もう一人の奥さんは、こう聞きました。「その富で私は永遠の至福を得られますか？」。聖者ができないと答えると奥さんは、「そんな富を貰って何になるのでしょう？その富で不死になれないなら、そのお金を貰っても無駄です。」と答えました。
とても有名な話です。
第一第二の段階でも神様の事をたくさん考え、瞑想し、祈ります。次はサンニャーシャで、霊的な実践をします。それが、人生の午後です。これがスレーヤーとプレーヤーです。ですが、第３第４では、サットワ的な、神様の事だけ考えます。それが人生の午後です。第一第二ではスレーヤー（サットワ的な楽しみ）とプレーヤー（世俗的な楽しみ）の事を考えますが、第３と第４では、スレーヤーの事、つまりサットワ的な楽しみの事だけ考えます。
次はタマス的について。第18章の３９節
自己の本性について、初めから終わりまで妄想を抱き、惰眠や怠惰や怠慢から生じる喜びは、タマス的幸福と言われる。//39

タマス的な喜び、楽しみとは何でしょうか？サットワ的な喜びは、最初は毒ですが最後に甘露となります。最初は苦く、最後は甘くなります。ラジャス的な喜びは、最初は甘露ですが結果的に毒になります。最初は甘いが、最後は苦くなります。タマス的な喜びは、最初から最後まで同じ状態です。幻惑された状態がずっと続いていて、ずっと変わらないです。幻惑とは何でしょうか。幻惑のサンスクリット語ではmohaといいます。この言葉を覚えてください（ただし実践しないでください）。幻惑というと、どんなイメージをもちますか？いつも正しい事を間違いだと、間違いを正しい事だと考えている、実在を非実在と、非実在を実在と考えている、それが幻惑です。39節の1行目を見てください。Mohaからmohanamがきています。非実在のものを実在と考えている、最初から最後までその状態。惰眠、無精、間違った理解、集中力の欠如、無駄な想像、がタマス的な喜びの特徴です。
バガヴァット・ギーターの注釈者の一人でとても有名なmodusdun salasの考えではpramadは、何もしない、何もやりたくない、仕事をしない、仕事をしたくない、けれどもお金がいっぱい欲しいので、それを想像する。この種類の想像がpramadであるとコメントしています。
最初から最後まで同じ、幻惑された状態です。もう一つの特徴は、睡眠が大好き、怠ける事が大好きです。さらにいつも集中できず無駄な想像ばかりで、理解も考えも間違っています。これらはタマス的な喜びの特徴です。
「あるヨギの自叙伝」の著者であるバラマハンサ・ヨガナンダのバガヴァット・ギータについての面白いコメントがあります。
タマス的な人、タマス的な喜びが好きな人は、最後にどういう状態になるでしょうか？神様は遍在です、あらゆるところに神様がいます、全ての生き物の中に神様がいます。例えば石のなか、木のなか、動物のなか、人のなか、悟った人のなかに神様が存在しています。ただし状態はそれぞれ違います。何が違うかというと、例えば石のなかでは意識は寝ています。意識はあるけれども、寝ている状態です。木のなかで意識は居眠りしている状態ですが、少しだけ現れています。
動物では、もう少し目覚めている状態です。生命エネルギーが表現されている状態です。それがもう少し現れると、人間の状態になります。そして次のレベルになると、悟った状態です。そうすると、意識の表現が高くでてきます。例えばイエス、ラーマクリシュナ、お釈迦様などがそうです。
タマス的な人の状態は石の状態とおなじです。人間だけれども、意識は寝ていて、石と同じ状態です。バガヴァット・ギーターのなかで、タマス的な楽しみの結果、だんだん我々の生命エネルギーは減少してくる、という事が言われています。例えばある人は眠りすぎてヨガをできないため、霊的な実践もできない、したがって平安も手に入れられません。
睡眠はタマス的な特徴ではありますが、限度をまもれば問題ありません。睡眠は必要なので、限度を越して眠りすぎる事がよくないのです。もし眠りすぎると逆効果になります。睡眠の目的は何ですか？リラックスすることです。睡眠で体と心を回復させているので、とても重要ですが、限度が必要です、でなければ逆効果です。もし長く寝すぎると、体は鈍感になり、生命エネルギーが減って来ます。限度はどのくらいかというのは人によりますが、自分の体が元気になるためにはどれくらいの睡眠が必要か、考えてください。例えば食事ですが、食事も絶対に必要ですが、やはり限度が大事です。限度を越すと、やはり逆効果になります。例えばヨガの実践ですが、体のために何時間やるか、3時間4時間も続けてヨガをやっても疲れて逆効果になります。1時間で十分です。同じことをいつもしていると、逆効果になり、それはタマス的な楽しみになります。ここをよく考えないと、バガヴァット・ギーターのメッセージを間違って受け取ることになります。
睡眠しない、食べない、そういうメッセージでは無い、適度にしなさい、限度を守りなさいと言う事です。
次の節は、適度な睡眠の説明です。睡眠は駄目ではない。適度な睡眠が大事です。alasyaは、いつも延期するという意味です。英語で、”Tomorrow is my busiest day”という諺があります。明日は一番忙しい日です、という意味です。明日になるとまた、次の日次の日と延期していきます。グズグズして延期している状態です。ひとつの考えでは、これも幻惑された状態です。
霊的な実践は、年を取ってからします、というのも延期の一例です。今いろいろ世俗的な楽しみが欲しいから、延期している状態です。Alasya、怠けの状態です。肉体的な無精から心の無精が生じます。反対に、時々心の無精から体の無精が生じます。どちらでも、結果は同じです。両方ともだめです、タマス的です。タマス的な人は、この種類の楽しみが大好きな人です。明日、明後日、来週、来年、とずっとやりたくない事を延ばします。自己成長が欲しいなら、サットワ的になりたいなら、努力して直さなければならないです。ホーリーマザーの例ですが、彼女は毎朝３時に起きて瞑想していました。ある日体調がよくなかったので、５時まで寝ました。次の日も体調がよくない気がして、本当は体に問題はなかったのですが、同じ状態が１週間続いてしまいました。そこで、自分はタマス的な状態だと気づき、元の状態に戻しました。朝の１時間２時間はあまり変わらないですね。タマス的な喜びはあまりよくないです、なぜなら生命エネルギーがどんどん無くなって、鈍感な状態になります。気をつけなければならないです。
４０節
この地上界においても、また神々の住む天上界においても、物質自然から生じる三性質と無関係なものは存在しない。//40

全てはプラクリティ(Prakriti)から生まれましたから、全てものの中にその三性質（トリグナ）があります。プラクリティは５つの要素があります。プラクリティ自体の本性にサットワ、ラジャス、タマスがあります。人間だけでなく、神も一緒です。例えば人間ではサットワ、ラジャス、タマスの性質がどのように現れるか分かりますね？ヒンズー教の考えのひとつに、「神は寝ない」というものがあります。我々は瞬きしますが、神は瞬きしません。人間と神は目を見て分かります。チャンスがあれば、もしあなたの前に神様が現れましたら、本物かどうか確かめるには、瞬きするか見ればいいのです。もし瞬きしなければ本当の神様です。神にはタマス的な性質はないです。サットワ的な性質が多いですから、神になりました。人間も霊的な実践によってとてもサットワ的になって、神になります。これがヒンズー教の聖典の考え方です。ラジャス的な例では、例えば嫉妬があります。ある神が他の神の力を嫉妬した例もあります。バガヴァット・ギーターの中にラジャス的な例も出ています。
動物の中にもサットワ的性質があります。たとえば渋谷のハチ公犬のように、毎日お出迎えしている行為は、とてもサットワ的で、動物の中にも少しですがサットワ的性質があります。人間はもっと多くサットワ的な性質があります。
次のポイントは、その３つの性質のうち、タマス的なものはとても良くないのだということ。ラジャス的もよくない。サットワ的は一番いい。というのは分かります。しかし、永遠な至福、永遠な平安、永遠な自由、本当に賢い状態、はサットワ的な性質でも達成できない。なぜならサットワもひとつの鎖のようなものです。三性質の鎖は魂を縛っています。すべての性質は鎖のように魂を縛っています。どのように違うのでしょう。タマスは鉄の鎖、ラジャスは銀の鎖、サットワは金の鎖。金ですが鎖でしょう、あまり変わらない、結果は皆束縛です。アートマンを縛ります。例えば、金の鎖で縛ればあなたは喜びますか？そうではないでしょう、なぜなら自由が無くなり、外に出る事ができないです。本当に自由が欲しいならば、その鎖を切らなければなりません。もちろん、タマス、ラジャス、サットワ全ての鎖を切らなければなりません。最終的な目的は超越です。段階的に進めますので、最初はタマス、次はラジャス、最後はサットワの鎖を切らなければならないです。そこで執着があると進む事ができません。これはとても大きな問題です。サットワ的な鎖に執着してしまうと、自由を超越できず、自分の本性を理解できないです。なぜなら我々の魂の性質は、「絶対の真実、絶対の至福、絶対の存在、絶対の自由」の状態だからです。その状態に入りたいなら、サットワ的な鎖も超越しなければなりません。バガヴァット・ギーターの中にいっぱいこの種類のメッセージが出ています。
どのように超越するかのひとつの方法は、第１４章の中にあります。
ひとつの方法として、全ての性質は魂のものではないと認識することによって、体、感覚、心、知性、自我について、全ての性質を超越することができます。もう一つの方法は、全ての仕事、全ての物は神様であり、自分は神様を喜ばせるために何でもする。それを自分のためにではなく、神様のためにやる。このような方法でも、全ての性質を超越することができます。その考えは第１８章の中にでてきます。その前の第１４章にも出てきます。次のクラスでは、サットワ、ラジャス、タマスの鎖がどのように我々を縛り、それをどのように超越すればいいかを説明します。
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